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附
録
香
志
目
録 

香
木
類 

竒
南
香
（
伽
羅
） 

 
 
 

沈
香 

赤
栴
檀 

 
 
 
 
 
 
 

多
伽
羅
香 

香
器
類 

古
香
炉 

 
 
 
 
 
 
 

香
炉 

薫
炉
（
火
取
香
炉
） 

 
 

被
中
炉
（
廻
香
炉
） 

異
形
の
香
炉 

 
 
 
 
 

銅
鍬
（
灰
押
） 

   

香
帚
（
羽
箒
） 

 
 
 
 

火
筯 

香
匙 

 
 
 
 
 
 
 
 

筯
瓶
（
火
筯
建
） 

隔
火
（
銀
葉
） 

 
 
 
 

香
盒
（
香
箱
） 

炉
灰
（
香
炉
灰
） 

 
 

 

香
炭
墼
（
香
炭
団
） 

香
都
総
匣
（
十
種
香
箱
） 

香
嚢
（
香
袋
） 

香
床
（
香
盆
） 

 
 

 
 

香
の
卓 

香
机
（
文
台
） 

 
 

 
 

香
盤 

薫
籠
（
伏
籠
） 

 
 

 
 

香
裏
（
香
包
） 
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雑
器 

雑
類 

霊
灰
（
灰
温
む
） 

 
 
 

 
 
 
 

尾
煙
（
火
末
） 

香
を
蔵
む 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

埋
火
（
火
加
減
） 

生
香
（
火
取
り
香
） 

 
 
 
 
 

 

闘
香
（
香
合
せ
） 

香
を
焚
く
は
漢
よ
り
始
ま
る 

香
を
論
ず 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

香
を
述
ぶ
る 

 

             

香
志
目
録 

終 

【凡
例
】 

① 

句
読
点
、
「 

」、
送
り
仮
名
等
は
適
宜
追
記
し
ま
し
た
。 

② 

旧
仮
名
使
い
を
新
仮
名
使
い
に
適
宜
改
め
ま
し
た
。 

③ 

傍
線
部
は
、
人
名
で
す
。 

④ 

黒
字
の
（ 

）は
、
本
文
内
に
小
文
字
で
記
さ
れ
た
注
記
で
す
。 

⑤ 

青
字
の
（ 

）は
、
筆
者
の
補
足
で
す
。 

⑥ 

赤
字
は
、
判
読
等
に
曖
昧
な
点
が
あ
る
部
分
で
す
。 
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嵓
脩
然
先
生
編
輯 

   

香 

志 
  

杳
熏
堂
発
行 

   

誘
閣
列
華
筵 

炉
薫
百
和
烟 

   

江
釣
隠 

写 
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香
志 

〇
香
木
類 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

巖
信
脩
然
父 

諿 

竒
南
香

き

ゃ

ら 

こ
の
土
に
呼
ん
で
「加
羅
」と
為
す
者
こ
れ
な
り
。 

ま
た
、
一
に
「楳
楠
香
」と
名
づ
け
、
一
に
「加 

藍
香
」と
名
付
け
、
一
に
「竒
楠
香
」と
名
づ
け
、 

一
に
「竒
藍
香
」
と
名
づ
く
。
共
に
同
じ
。 

 

竒
南
香
、
も
と
沈
香
の
同
類
に
属
す
。
樹
に
因
り
て
牝
牡
を
分
か
つ
は 

  

則
ち
、
陰
陽
、
形
質
、
臭
味
、
情
性
、
各
々
名
差
別
す
。 

そ
の
沈
を
成
す
の
本
、
牝
と
為
し
、
陰
と
為
す
。 

か
る
が
故
に
、
味
厚
く
、
性
、
通
利
す
。
臭
い
含
み
蔵
れ
、
こ
れ
を
焚
く
に
、

臭
い
転
（＝
ま
す
ま
す
）勝
る
。 

陰
礼
に
し
て
陽
用
、
精
し
蔵
し
て
、
起
こ
り
亟
（速
）や
か
な
り
。 

「竒
南
」と
成
す
の
本
、
「牡
」と
為
し
、
「陽
」と
為
す
。 

か
る
が
故
に
、
味
辣
く
、
臭
い
顕
わ
れ
発
す
。 

性
、
禁
止
、
こ
れ
を
繋
れ
ば
、
二
便
を
閉
ぐ
。 

陽
體
に
し
て
陰
用
、
外
を
衛
し
て
固
と
為
す
な
り
。 

等
（級
）「
黄
棧
」
を
分
か
ち
、
品
、
四
結
を
成
す
。
状
、
四
十
有
二
を
肖
す

る
が
ご
と
き
に
至
り
て
、 



- 5 - 

 

 

則
ち
一
つ
な
り
。 

た
だ
、
「牝
」多
く
「牡
」少
な
し
。 

独
り
竒
南
、
世
に
「至
貴
」
と
称
す
。 

「
黄
棧
」
の
二
等
に
つ
き
、
ま
た
こ
れ
に
因
り
て
以
て
高
下
を
論
ず
る
こ
と

を
得
る
に
、
沈
本
の
黄
熟
は
も
と
よ
り
、
坎
端
、
棕
透
浅
く
し
て
、
材
白

く
、
臭
い
ま
た
散
じ
易
し
。 

竒
本
、
「黄
熟
」は
、
た
だ
棕
透
す
る
の
み
に
あ
ら
ず
し
て
、
黄
質
、
遂
理
な

お
熟
色
の
如
し
。 

生
香
に
勝
れ
る
こ
と
遠
し
。 

爇
炙
、
旬
を
経
て
な
お
襲
々
と
し
て
、
過
ぎ
難
き
な
り
。 

「棧
」は
即
ち
竒
南
液
重
の
者
「金
絲
」と
い
う
。 

そ
の
熟
結
、
生
結
、
蟲
漏
、 

  

脱
落
、
四
品
す
べ
て
「
竒
南
結
」
と
称
す
と
雖
も
、
し
か
も
四
品
の
中
に
、

ま
た
各
々
分
別
す
。 

「
油
結
」
「
糖
結
」
「
密
結
」
「
緑
結
」
「
金
絲
結
」
、
「
熟
」
と
為
し
、
「
生
」
と
為

し
、
「漏
」と
為
し
、
「落
」と
為
し
、
井
然
と
し
て
秩
（位
）を
成
す
の
み
。 

大
都
、
沈
香
重
ん
ず
る
所
、
質
に
在
り
。 

か
る
が
故
に
、
通
體
、
香
を
作
す
。 

水
に
入
る
れ
ば
、
す
な
わ
ち
沈
む
。 

竒
南
は
、
結
四
品
と
同
じ
と
雖
も
、
唯
、
味
わ
い
極
め
て
辛
辣
な
ら
ず
。 

舌
に
著
（着
）い
て
、
す
な
わ
ち
木
す
。 

顧
み
る
に
四
結
の
中
ご
と
に
必
ず 

木
を
抱
く
。
「油
」と
い
い
、
「
糖
」と
い
い
、
「密
」と
い
い
、
「緑
」と
い
い
、 
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「金
絲
」と
い
う
色
、
相
生
し
成
る
。
ま
た
遥
か
に
別
な
り
。 

明
の
倪
朱
謨
（著
者
）『本
草
彙
言
』
（書
名
） 

 

「竒
南
」は
香
の
名
、
蓋
し
言
う
南
方
の
竒
木
な
り
。 

ま
た
「竒
藍
」に
作
る
。
乃
ち
沈
香
木
の
生
結
す
る
者 

古
人
の
詩
多
く
、
「沈
香
」
を
用
ゆ
。 

而
う
し
て
「竒
南
」の
名
を
見
ず
。
ま
た
遺
事
な
り
。 

か
る
が
故
に
こ
れ
を
拈
出
す
。 

明
の
田
藝
蘅
『留
青
日
札
』  

 

占
城
（ベ
ト
ナ
ム
）、
「竒
南
」
出
る
こ
と
一
山
に
在
り
。 

酋
長
、
民
を
禁
じ
、
採
り
取
る
を
得
ず
。
犯
す
者
は
、
そ
の
手
を
斬
る
。 

彼
、
ま
た
自
ら
貴
重
す
。 

『星
槎
勝
覧
』（明
の
費
信
著
）
に
「琪
楠
」と
作
す
。 

潘
賜
（明
の
政
治
家
）、
外
国
に
使
い
し
帰
る
。 

そ
の
王
こ
れ
を
餽
（贈
）る
。 

載
せ
て
志
に
在
る
は
、
則
ち
「
竒
藍
」に
作
る
。 

こ
れ
ま
さ
に
是
的
な
る
べ
し
。 

明
の
陳
継
儒
『偃
曝
談
餘
』 

 

竒
南
香
、
味
わ
い
辛
辣
、
気
温
、
毒
無
し
。 

そ
の
生
成
、
出
処
、
主
治
、
功
用
、
沈
香
と
同
じ
。 

但
し
、
性
気
、
沈
香
に
較
ぶ
れ
ば
、
や
や
潤
緩
ん
な
る
の
み
。 

気
、
た
だ
含
摂
よ
く
二
便
を
縮
む
。 

今
講
官
に
入
って
経
筵
に
宿
直
す
る
に 
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常
に
こ
の
香
を
佩
び
て
、
以
て
泄
気
（放
屁
）を
免
る
。 

明
の
倪
朱
謨
『本
草
彙
言
』 

 

「沈
香
」「竒
南
」、
同
類
。
自
ず
か
ら
陰
陽
を
分
か
つ
。 

盧
頣
が
曰
く
、
沈
は
牝
な
り
。
味
わ
い
苦
く
、
性
利
、
そ
の
香
（
匂
）
含
蔵

す
。
焼
い
て
更
に
芳
烈
、
陰
體
に
し
て
陽
用
な
り
。 

竒
南
は
牡
な
り
。
味
わ
い
辣
く
舌
に
黏
（粘
）じ
麻
木
す
。 

そ
の
香
、
忽
ち
発
し
て
性
能
く
二
便
を
閉
ぐ
。 

陽
體
に
し
て
陰
用
な
り
。 

竒
南
、
緑
結
、
油
結
、
糖
結
、
密
結
、
金
絲
、
虎
斑
等
あ
り
。 

こ
れ
を
鋸
す
る
に
、
そ
の
屑
、
團
を
成
す
。
舶
来
の
者
、
佳
沈
は
、
則
ち
瓊
甜
。 

〇
清
の
晥
桐
の
方
氏
（方
以
智
）が
『物
理
小
識
』 

  

占
城
国
、
そ
の
国
産
す
る
所
、
巨
象
、
犀
牛
、
甚
だ
多
し
。 

象
牙
、
犀
角
広
く
別
国
に
貨
（輸
出
）す
。 

琪
楠
香
、
一
山
に
在
っ
て
産
す
る
所
、
酋
長
、
人
を
差
（
遣
）
わ
し
、
民
を

禁
じ
、
採
り
取
る
を
得
ず
。
犯
す
者
は
そ
の
手
を
斬
る
。 

烏
木
、
降
香
、
こ
れ
を
樵
り
薪
と
為
す
。 

天
霜
雪
無
し
。
気
候
、
常
に
熱
く
夏
の
如
し
。 

夏
の
草
木
、
長
青
し
、
随
って
花
さ
き
、
随
って
結
ぶ
。 

海
を
煮
て
塩
を
成
す
。 

禾
稲
（穀
物
）、
甚
だ
薄
し
。 

国
民
た
だ
檳
榔
を
食
ら
う
。 

蔞
（よ
も
ぎ
）葉
を
包
み
、
蠡
（ひ
さ
ご
）穀
灰
を
包
み
、
行
往
、
座
臥
、 
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口
に
絶
や
さ
ず
。 

明
の
費
信
『星
槎
勝
覽
』 

 

琪
楠
香
、
「糖
結
琪
楠
」あ
り
。 

鋸
開
す
る
に
、
上
は
油
有
って
飴
糖
の
如
し
。 

黒
白
相
ま
じ
わ
る
。
黒
は
墨
の
如
し
。
白
は
燥
米
の
如
し
。 

こ
れ
を
焚
く
に
、
初
め
羊
羶
（羊
の
生
肉
）の
微
気
有
り
。 

「金
絲
琪
楠
」有
り
。 

色
黄
、
綹
、
金
絲
の
ご
と
き
有
る
に
い
た
る
。 

た
だ
、
糖
結
を
佳
と
為
す
。 

明
の
屠
隆
『考
槃
餘
事
』 

 

榕
樹
（ガ
ジ
ュ
マ
ル
）、
千
年
の
者
、
そ
の
上
「伽
南
香
」生
す
。 

明
の
陳
懋
仁
『泉
南
雑
志
』 

 

伽
南
香
、
香
品
、
海
上
の
諸
山
に
雑
（混
）わ
り
出
ず
。 

蓋
し
香
木
、
枝
柯
、
窮
露
す
る
者
、
木
立
枯
れ
し
て
本
存
す
る
者
、
気
性

皆
「温
」。
か
る
が
故
に
大
蟻
の
為
に
穴
せ
ら
る
。
蟻
、
石
密
を
食
ら
う
。
帰

り
て
香
中
に
遺
す
。 

歳
久
し
く
し
て
漸
漬
木
、
密
気
を
受
け
て
、
結
ん
で
堅
潤
す
れ
ば
、
則
ち

香
成
る
。 

そ
の
香
本
未
だ
枯
れ
ず
、
密
気
未
だ
老
す
る
者
、
こ
れ
を
「
生
結
」
と
謂
う
。

上
（品
）な
り
。 

木
枯
れ
、
本
存
し
、
密
気
枯
根
に
凝
り
、
潤
い
錫
片
の
ご
と
し
。
こ
れ
を

「糖
結
」と
謂
う
。 
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次
な
り
。 

そ
の
「虎
斑
結
」
「金
絲
結
」
と
称
す
る
者
、
歳
月
既
に
浅
く
、 

木
密
の
気
、
な
お
未
だ
融
化
せ
ず
、
木
性
多
く
し
て
味
わ
い
少
な
し
。 

こ
れ
を
下
と
す
る
の
み
。 

諸
香
、
ひ
と
り
こ
の
種
、
薬
に
入
る
に
堪
え
ず
。 

か
る
が
故
に
本
草
録
せ
ず
。 

近
世
士
、
太
夫
、
以
て
帯
銙
を
制
す
。
率
ね
、
多
く
湊
合
す
。 

頗
る
天
成
の
如
し
。
純
全
の
者
、
得
難
き
の
み
。 

明
の
黄
衷
が
『海
語
』 

 

沈
香
は
、
「瓊
洋
香
」を
尊
ぶ
。
こ
れ
を
焼
け
ば
味
わ
い
酸
し
。 

  

伽
楠
「洋
」を
貴
ん
で
「瓊
」
は
「
土
伽
楠
」と
為
す
。 

郎
渶
（
明
代
の
愛
書
家
）
が
曰
く
、
潘
希
、
曽
て
安
南
に
使
い
す
。
そ
の
国

「竒
藍
」と
作
す
。 

『星
槎
勝
覧
』「棋
楠
」に
作
る
。 

洪
洲
、
瓜
哇
、
占
城
、
竒
南
香
を
貢
ず
る
こ
と
を
載
す
。 

明
の
方
以
智
が
『通
雅
』 

 

占
城
国
、
そ
の
国
、
気
候
暖
熱
、
霜
雪
常
に
無
し
。 

四
、
五
月
の
時
の
如
し
。
草
木
、
常
に
青
し
。 

山
、
加
藍
香
、
観
音
竹
、
降
真
香
、
烏
木
を
産
す
。 

甚
だ
潤
黒
、
絶
え
て
他
国
に
出
る
者
に
勝
る
。
伽
藍
香
の 
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唯
、
こ
の
国
「一
大
山
」出
産
す
。
天
下
再
び
出
る
処
無
し
。 

そ
の
値
、
甚
だ
貴
し
。
銀
を
以
て
対
し
、
観
音
竹
に
換
う
。 

細
藤
の
棍
様
の
如
し
。
長
さ
一
丈
七
、
八
尺
、
鉄
の
黒
き
が
如
し
。 

一
寸
二
、
三
節
有
り
。
他
に
出
ざ
る
所
。 

明
の
馬
観
『瀛
涯
勝
覧
』 

  

竒
南
香
、
そ
の
香
（匂
）数
歳
を
経
て
歇
ま
ず
、
諸
香
の
最
と
為
す
。 

か
る
が
故
に
値
、
轉
（＝
ま
す
ま
す
）
高
し
。 

手
爪
を
以
て
こ
れ
を
刺
す
に
、
能
く
爪
を
入
る
。 

既
に
出
で
て
香
痕
ま
た
合
い
て
、
故
の
如
し
。 

  

『華
夷
考
』に
曰
く
、
香
木
、
枝
柯
、
窮
露
、
木
枯
れ
て
木
存
す
る
者
、 

気
性
皆
「温
」。 

大
蟻
の
為
に
穴
せ
ら
る
。 

蟻
、
石
密
を
食
し
、
帰
って
香
中
に
遺
す
。 

歳
久
し
く
漸
漬
し
、
木
密
気
を
受
け
結
ん
で
、
堅
潤
な
れ
ば
、 

則
ち
香
、
近
世
以
て
帯
銙
を
制
す
。 

率
ね
、
多
く
湊
合
す
。 

天
成
の
如
し
。
純
全
の
者
、
得
難
き
の
み
。 

『交
趾
物
産
』 

○
明
の
張
燮
が
『東
西
洋
考
』 

 

竒
南
香
、
油
真
の
者
得
が
た
し
。
今
の
人
、
竒
南
香
を
以
て 
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砕
き
、
こ
れ
を
油
の
中
に
漬
し
、
蝋
を
以
て
こ
れ
を
煮
て
成
す
。 

微
し
き
香
気
あ
り
。 

同
上 

 

竒
南
香
、
諸
国
出
ず
る
者
、
唯
、
占
城
を
佳
（品
）と
為
す
。 

本
朝
、
貢
に
充
つ
。 

『
星
槎
勝
覧
』
曰
く
棋
楠
香
、
一
山
に
在
り
て
産
す
る
所
、
酋
長
、
民
を

禁
じ
採
取
す
る
こ
と
を
得
ず
、
犯
す
者
は
手
足
を
断
つ
。 

『吾
学
編
』に
「伽
南
香
」と
名
づ
く
。 

『占
城
物
産
』 

○
同
上 

 

竒
南
香
、
ま
た
「竒
藍
」と
い
う
。
沈
香
の
生
結
な
る
者 

沈
香
、
十
種
あ
り
。
真
臘
（
カ
ン
ボ
ジ
ア
）を
上
（品
）と
為
す
。 

占
城
こ
れ
に
次
ぐ
。 

『事
物
紺
珠
』（明
の
黄
一
正
） 

沈
香

じ
ん
こ
う 

 
 

一
名 

沈
水
香 

 
 

一
名 

密
香 

木
の
心
節
、
水
に
置
く
と
き
は
、
則
ち
沈
む
。 

か
る
が
故
に
「沈
水
」と
名
づ
く
。
ま
た
「水
沈
」と
い
う
。 

半
ば
沈
む
者
「棧
香
」為
す
。
沈
み
ざ
る
者
「黄
熟
香
」と
為
す
。 

『南
越
志
』に
曰
く
交
州
の
人
、
称
し
て
「密
香
」と
為
す
。 

そ
の
気
、
密
脾
の
如
き
を
謂
う
な
り
。 

梵
書
に
「阿
迦
嚧
香
」と
名
づ
く
。 

『本
草
綱
目
』 
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恭
い
う
、
沈
香
、
青
桂
、
雞
骨
、
馬
蹄
、
煎
香
、
同
じ
く
こ
れ
一
樹
、
天
竺

諸
国
に
出
ず
。 

木
、
欅
柳
木
に
似
た
り
。
皮
、
青
色
、
葉
、
橘
葉
に
似
た
り
。 

冬
を
経
て
凋
ま
ず
、
夏
花
を
生
す
。
白
く
し
て
円
か
な
り
。 

秋
、
実
を
結
ぶ
。
檳
榔
に
似
た
り
。
大
き
さ
桑
椹
の
如
し
。 

紫
に
し
て
、
味
わ
い
辛
し
。 

蔵
器
が
曰
く
、
沈
香
、
枝
葉
並
び
に
椿
に
似
た
り
。
橘
に
似
た
り
と
い
う

者
は
、
恐
ら
く
は
こ
れ
な
り
。 

そ
の
枝
節
朽
ち
ず
、
水
に
沈
む
者
は
「沈
香
「と
為
す
。 

そ
の
肌
理
、
黒
脈
有
り
。
浮
か
む
者
は
「煎
香
「と
為
す
。 

   

雞
骨
、
馬
蹄
、
皆
こ
れ
煎
香
並
び
に
別
功
無
し
。 

衣
を
熏
べ
、
臭
い
を
去
る
べ
き
に
い
た
る
。
」 

宗
奭
曰
く
、
嶺
南
の
諸
郡
、
悉
く
海
に
傍
（沿
）う
処
有
り
。 

尤
も
、
多
く
幹
を
交
え
、
枝
を
連
ね
、
岡
嶺
相
接
し
、
千
里
絶
え
ず
、
葉
、

冬
青
の
如
し
。 

大
い
な
る
者
は
、
数
抱
、
木
性
虚
柔
、
山
民
以
て
茅
蘆
を
構
う
。 

或
い
は
橋
梁
と
為
し
、
飯
甑
と
為
し
、
狗
槽
と
為
す
。 

香
有
る
者
は
、
百
に
一
、
二
無
し
。 

蓋
し
、
木
、
水
を
得
て
ま
さ
に
結
ぶ
多
く
、
折
枝
枯
幹
の
中
に
在
り
。 

或
い
は
、
「沈
「と
為
り
、 
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或
い
は
、
「煎
」と
為
る
。
或
い
は
、
「黄
熟
」と
為
る
。 

自
ず
か
ら
枯
死
す
る
者
は
、
「水
盤
香
」と
謂
う
。 

南
息
、
高
竇
等
の
州
は
、
唯
「生
結
香
」を
産
す
。 

蓋
し
、
山
民
、
山
に
入
り
刀
を
以
て
曲
斜
枝
を
研
し
、
坎
（
穴
）
を
成
し
、

年
を
経
て
雨
水
を
得
、
浸
漬
結
し
て
香
を
成
す
。 

乃
ち
鋸
し
て
こ
れ
を
取
り
、
白
木
を
去
る
。 

そ
の
香
、
結
し
て
斑
点
を
為
す
。
「鷓
鴣
斑
」と
名
づ
く
。 

こ
れ
を
燔
（燃
）
や
す
る
に
、
極
め
て
清
烈
香
の
良
な
る
者
、 

唯
、
璚
崖
等
の
州
に
在
り
。 

こ
れ
を
「角
沈
」
と
謂
う
。
黄
沈
は
枯
木
得
る
者
、
薬
用
に
入
る
べ
し
。 

  

木
皮
に
依
り
て
決
す
る
者
は
、
こ
れ
を
「青
桂
「と
謂
う
。 

尤
も
、
土
中
に
在
り
、
歳
久
し
く
創
剔
を
得
ず
し
て
薄
片
を
成
す
者
、 

こ
れ
を
「龍
鱗
」
と
謂
う
。 

こ
れ
を
削
れ
ば
、
自
ず
か
ら
巻
き
、
こ
れ
を
咀
（噛
）め
ば
柔
韌
な
る
者
、 

こ
れ
を
「黄
臘
沈
」と
謂
う
。
尤
も
得
難
き
な
り
。 

同
書
集
解 

 

「悪
掲
嚕
蕃
」に
沈
香
を
い
う
。 

『事
物
紺
珠
』 

 
密
香
、
沈
香
、
雞
骨
香
、
黄
熟
香
、
雞
舌
香
、 

棧
香
、
青
桂
香
、
馬
蹄
香
、
按
ず
る
に
こ
の
八 
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香
同
じ
く
し
て
、
一
樹
に
出
る
な
り
。 

交
趾
、
密
香
樹
有
り
。
枝
、
拒
柳
に
似
た
り
。 

そ
の
花
、
白
く
し
て
繁
し
。
そ
の
葉
は
橘
の
如
し
。 

香
を
取
ら
ん
と
欲
し
て
こ
れ
を
伐
っ
て
、
年
を
経
て
、
そ
の
根
幹
枝
節
、

各
々
別
色
有
る
な
り
。
木
心
と
節
と
堅
く
黒
し
。 

水
に
沈
む
者
、
「沈
香
」と
為
す
。 

水
面
と
平
ら
か
な
る
者
は
「雞
骨
香
」と
為
す
。 

そ
の
根
「黄
熟
香
」と
為
す
。
そ
の
枝
「棧
香
」と
為
す
。 

細
枝
緊
実
、
未
だ
爛
せ
ざ
る
者
「青
桂
香
」と
為
す
。 

そ
の
根
節
、
軽
く
し
て
大
い
な
る
者
「馬
蹄
香
」と
為
す
。 

  

そ
の
花
香
わ
ず
、
実
を
成
す
。
乃
ち
香
ば
し
。
「雞
舌
香
」と
為
す
。 

珍
異
の
木
な
り
。 

唐
の
馬
贄
『南
部
烟
花
記
』  

「遠
秀
卿
」、
ま
た
「頑
蒼
」
、
共
に
沈
香
の
異
名 

『事
物
紺
珠
』  

密
香
樹
、
椿
の
如
し
。 

気
を
伐
り
、
こ
れ
を
仆
（
倒
）
し
て
数
年
、
他
腐
り
、
乃
ち
そ
の
中
の
節
を

取
り
、
ま
た
「
多
香
木
」と
名
づ
く
。
海
南
に
出
ず
。 

上
同
書  

鷓
鴣
斑
香
、
海
南
に
出
ず
。
色
、
褐
黒
、
白
斑
有
り
。 
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鷓
鴣
の
臆
毛
の
如
し
。
気
、
清
婉
（艶
）に
し
て
蓮
花
の
如
し
。 

同
上 

 

檀

香

し
ゃ
く
せ
ん
だ
ん 

 
 

一
名 

栴
檀 

一
名 

真
段 

（李
）時
珍
曰
く
、
檀
は
善
木
な
り
。 

か
る
が
故
に
字
「亶
」に
従
う
。
亶
は
善
な
り
。 

釋
氏
、
呼
ん
で
「
栴
檀
」
と
為
す
。
湯
沐
「
離
垢
」
と
言
う
が
ご
と
し
な
り
。

番
人
訛
り
て
「真
檀
」と
為
す
。 

雲
南
の
人
「紫
檀
」と
呼
ぶ
。
沈
香
に
勝
れ
り
と
為
す
。 

即
ち
「赤
栴
檀
」な
り
。 

『本
草
綱
目
』 

   

蔵
器
曰
く
、
白
檀
、
海
南
に
出
ず
。
樹
、
檀
の
如
し
。 

恭
が
い
う
、
紫
真
檀
、
崑
崙
（カ
ン
ボ
ジ
ア
）盤
々
国
に
出
ず
。 

中
華
に
生
せ
ず
と
雖
も
、
人
間
遍
く
こ
れ
有
り
。 

頌
曰
く
、
檀
香
数
種
、
黄
、
白
、
紫
の
異
な
る
有
り
。 

今
の
人
、
盛
ん
に
こ
れ
を
用
ゆ
。 

江
准
、
河
朔
生
す
る
所
、
檀
木
、
則
ち
そ
の
類
。 

但
し
、
香
ば
し
か
ら
ず
の
み
。 

時
珍
曰
く
、
按
ず
る
に
、
『
大
明
一
統
志
』に
曰
く
、
檀
香
、 

廣
東
、
雲
南
及
び
占
城
、
真
臘
、
瓜
哇
（ジ
ャ
ワ
） 
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渤
泥
（
ブ
ル
ネ
イ
）
、
暹
羅
（
タ
イ
）
、
三
佛
齋
（
ス
マ
ト
ラ
）
、
回
回
（
ウ
イ
グ

ル
）等
の
国
に
出
ず
。 

今
、
嶺
南
（中
国
南
嶺
山
脈
の
南
）諸
地
、
ま
た
皆
こ
れ
有
り
。 

樹
葉
、
皆
、
茘
枝
に
似
た
り
。
皮
、
青
色
に
し
て
滑
澤
。 

葉
廷
珪
が
『香
譜
』に
曰
く
、
皮
、
実
に
し
て
、
色
、
黄
な
る
も
の
「
黄
檀
」と

為
す
。
皮
、
潔
し
て
色
白
き
者
「白
檀
」と
為
す
。 

皮
、
腐
（朽
）ち
て
色
紫
な
る
者
は
「紫
檀
」と
為
す
。 

そ
の
木
並
び
に
堅
重
清
香
に
し
て
白
檀
は
尤
も
良
し
。 

よ
ろ
し
く
紙
を
以
て
封
収
す
べ
し
。
則
ち
気
を
洩
ら
さ
ず
。 

王
佐
格
『
古
論
』
に
曰
く
、
紫
檀
、
諸
渓
峒
（
中
国
西
南
部
の
小
河
川
域
）

こ
れ
を
出
す
。 

  

性
、
堅
し
。
新
た
な
る
者
は
色
赤
し
。
舊
（古
）き
者
は
色
紫
な
り
。 

蟹
爪
文
（※
）有
り
。 

※ 

蟹
爪
の
よ
う
な
形
を
し
た
裂
文 

新
た
な
る
者
、
水
を
以
て
こ
れ
を
浸
し
て
物
を
染
む
べ
し
。 

真
な
る
者
は
、
壁
上
に
摺
って
、
色
紫
故
に
「紫
檀
色
」有
り
。 

黄
檀
は
、
最
も
香
ば
し
。
倶
に
帯
銙
・
扇
骨
等
の
物
と
作
す
べ
し
。 

同
集
解 

 

多
伽
羅
香

た

ぎ

ゃ
ら

こ
う 

釋
氏
『會
要
』に
曰
く
、
多
伽
羅
香
、
こ
れ
を
「根
香
」と
い
う
。 

洪
芻
『香
譜
』及
び
『事
物
紺
珠
』ま
た
「多
伽
留
」と
い
う
。 
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〇
香
器
類 

古
香
爐

ふ
る
き
こ
う
ろ 

尚
古
、
香
焚
く
無
し
。
肅
艾
（＝
蓬
）を
焚
く
。
な
お
、
気
臭
き
の
み
。 

故
に
、
香
爐
無
し
。
今
、
用
い
る
所
の
者
、
古
の
祭
器 

鼎
彛
の
属
、
香
爐
に
非
ざ
る
な
り
。  

 

唯
「博
山
爐
」乃
ち
漢
の
太
子
、
宮
中
に
用
ゆ
る
所
の
香
爐
な
り
。 

香
爐
の
製
、
こ
こ
に
始
ま
る
。
多
く
古
に
象
り
て
、
新
た
に
鋳
る
者
有
り
。 

ま
さ
に
體
質
顔
色
を
以
て
こ
れ
を
辨
ず
。 

『遵
生
八
牋
』 

ま
た
、
洞
天
『清
録
』載
す
る
所
、
大
同
小
異 

 

香
爐

こ
う

ろ 

爐
、
宣
銅
、
潘
銅
、
彛
爐
、
乳
爐
を
以
て
す
。 

茶
盃
の
式
の
大
い
さ
の
如
く
な
る
者
を
適
え
り
と
為
す
。
雅
観
を
用
ゆ
。 

『焚
香
七
要
』 

 

官
哥
、
定
窑
、
龍
泉
、
宣
銅
、
潘
銅
、
彛
爐
、 

乳
爐
の
大
い
さ
茶
杯
の
如
く
に
し
て
、
或
い
は
雅
な
る
者
を
上
と
す
。 

『遵
生
八
牋
』 

 

薫

爐

ひ
ど
り
ご
う
ろ 
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書
齋
の
中
、
衣
薫
べ
、
手
を
炙
り
、
客
に
対
す
常
談
の
具
。 

倭
人
の
製
す
る
所
の
漏
空
の
罩
蓋
、
漆
ぬ
り
の
鼓
の
如
き 

清
賞
と
称
す
べ
し
。
今
、
新
製
罩
蓋
有
る
方
圓
の
爐
、
ま
た
佳
な
り
。 

同
上 

 

被
中
爐

そ
で
ご
う

ろ 
 

ま
わ
り
ご
う
ろ 

長
安
の
功
工
、
丁
諼
、
臥
褥
の
香
爐
を
作
る
。 

一
名
「被
中
爐
」本
、
房
凬
に
出
ず
。 

機
環
を
為
し
、
転
運
四
周
に
し
て
、
爐
體
臥
し
て
平
か
な
り
。 

被
褥
に
こ
れ
を
置
く
べ
し
。 

『西
京
雑
記
』 

 

古
玩
の
「中
香
爐
」一
物
、
そ
の
体
極
め
て
静
か
な
り
。 

そ
の
用
い
よ
う
、
ま
た
妙
、
極
動
に
在
り
。 

こ
れ
一
日
数
々
そ
の
位
を
遷
す
。
片
刻
、
膠
柱
を
容
れ
ざ
る
者
な
り
。 

『間
情
寓
寄
』 

鈒(

金
偏
に
匝)

は
、
即
ち
「
香
毬
」、
ま
た
司
馬
長
卿
『美
人
の
譜
』
に 

「金
鈒
」香
を
薫
ず
。 

『字
彙
』 

金
鈒
は
、
香
毬
を
金
鈒
と
い
う
。
幾
圓
を
用
ゆ
。 

『行
厨
集
』 

香
毬 
『楊
升
庵
集
』  

臥
褥
香
爐 

被
中
香
爐 

滾
毬 

共
に
『
候
鯖
録
』 
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異
形
香
爐
類

い
ぎ
ょ
う

こ
う

ろ
る
い 

角
端
爐 

狻
猊
の
爐 

鵲
尾
爐 

香
爐
柄
有
り
。 

手
爐 

僧
道
執
って
以
て
香
を
焚
く
。 

以
上 

『事
物
紺
珠
』 

宣
爐 

『行
厨
集
』に
曰
く
、
香
爐
、
明
の
宣
徳
年
の
製
な
る
者
の
宣
爐
と
い
う
。 

小
鼎
爐 

小
香
爐 

大
香
猊 

香
鶴 

 

鴨
爐 

香
獣 

獣
蓋
香
爐 

假
倭
爐 

以
上 

『遵
生
八
牋
』 

不
二
香
爐 

 

宋
の
『
陶
異
録
』 

 

博
山
爐 

宋
の
『陶
異
録
』に
曰
く
、
博
山
香
爐
、
湯
を
し
て
潤
気
、
香
を
蒸
し
、 

海
水
の
四
環
に
象
る
な
り
。 

〇
信
（岩
田
信
安
）、
按
ず
る
に
、
本
邦
の
香
道
秘
傳
「二
重
香
爐
」と
為
す
者
、
そ

の
図
、
即
ち
『
古
器
具
名
』
に
載
す
る
所
の
「
博
山
爐
」
な
り
。
ま
た
按
ず
る
に
、
本

邦
の
「丁
子
釜
」、
ま
た
こ
の
遺
製
か
。 

 

銅
鍬

は
い
お
し 

灰
を
入
る
る
の
後
、
爐
の
灰
高
下
齋
（等
）し
か
ら
ず
。
故
に
鍬
を
用
い
て 

準
を
作
し
て
、
以
て
こ
れ
を
平
ら
か
に
す
。 

『間
情
寓
寄
』ま
た
「銅
鍬
」と
い
う
。 

香
鍬 
『日
用
雑
字
』  

 
 

 

火
鍬 

『行
厨
集
』 
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香
帚

こ
う
は
は
き 

香
鍬
、
香
筯
の
外
、
ま
た
香
貯
う
の
盒
と
香
筯
挿
し
は
さ
む
の
瓶
と
有
り
。

こ
の
数
物
は
、
皆
香
と
爐
と
の
股
肱
手
足
、
或
い
は
無
く
ん
ば
あ
る
べ
か
ら

ざ
る
者
な
り
。 

し
か
も
、
こ
の
外
、
更
に
一
物
有
り
。
勢
い
て
必
ず
需
わ
る
に
在
り
。 

人
、
或
い
は
こ
れ
を
知
り
て
、
多
く
設
け
ず
。 

ま
さ
に
為
に
清
供
に
補
い
入
る
べ
し
。 

そ
れ
、
筯
を
以
て
灰
を
撥
む
る
に
狼
藉
を
免
る
る
こ
と
能
わ
ず
。 

爐
肩
、
鼎
耳
の
上
、
往
々
塵
を
蒙
る
。 

必
ず
一
物
を
得
て
掃
い
て
こ
れ
を
除
く
。 

こ
の
物
、
特
に
製
す
べ
か
ら
ず
。 

竟
に
蓬
頭
（＝
じ
ゃ
も
じ
ゃ
に
な
った
）
の
小
筆
一
枝
を
用
ゆ
。 

但
し
、
そ
の
管
を
精
び
、
墨
を
濡
す
者
と
別
と
有
ら
し
む
。 

鍬
・筯
の
二
物
、
同
じ
く
一
瓶
に
挿
し
は
さ
む
。 

以
て
、
次
第
に
便
り
し
用
を
取
る
。
名
づ
け
で
「香
帚
」と
い
う
。 『間

情
寓
寄
』 

〇
信
、
按
ず
る
に
本
邦
の
香
帚
は
、
羽
を
用
い
て
こ
れ
を
作
る
。
然
れ
ど
も
、
受
用
、

粗
そ
相
似
た
り
。
そ
の
様
同
じ
か
ら
ず
と
雖
も
、
以
て
来
由
と
為
す
べ
き
か
。 

 

火
筯
香
匙

ひ
ば
し
こ
う
す
く
い 

雲
間
の
胡
文
明
が
製
す
る
者
、
佳
な
り
。
南
都
の
白
銅 
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は
、
ま
た
用
に
適
う
。
金
玉
の
者
は
、
用
ゆ
る
に
堪
え
ざ
る
に
似
た
り
。 

『遵
生
八
牋
』 

匙
・筯
は
、
唯
、
南
都
の
白
銅
の
製
す
る
者
、
用
に
適
う
。 

佳
瓶
を
製
し
、
呉
中
近
製
の
短
頸
、
細
孔
を
し
た
て
用
ゆ
。 

筯
を
下
し
て
、
重
く
倒
れ
ざ
る
者
、
用
う
る
に
似
た
る
の
み
。 

『焚
香
七
要
』 

香
匙
、
異
名
、
盧
州
の
大
中
正 

『事
物
紺
珠
』 

白
銅
の
「匙
柱
」一
副
、
「匙
柱
鉼
」一
つ 

『花
鏡
』 

 

筯
瓶

こ
う
じ
た
て 

呉
中
近
製
、
短
頸
、
細
孔
の
者
、
筯
を
挿
し
は
さ
み
下
し
、 

重
く
し
て
倒
れ
ざ
る
古
銅
の
者
ま
た
佳
な
り
。 

官
哥
（官
窯
・哥
窯
）、
定
窑
（定
窯
）
の
者
、
日
用
に
宜
し
か
ら
ず
。 

『遵
生
八
牋
』 

匙
柱
瓶 

『花
鏡
』 

匙
筯
瓶 

『異
家
必
用
』 

 

隔
火

こ
う
し
き 

 
 

ぎ
ん
よ
う 

銀
錢
、
雲
母
片
、
玉
片
、
砂
片
、
倶
に
可
な
り
。 

火
浣
布
（＝
石
綿
）を
以
て
、
錢
の
大
い
さ
の
如
く
な
る
者
、 

銀
鑲
（ふ
く
り
ん
）周
圍
（囲
）
し
て
隔
火
に
作
る
。
な
お
得
難
し
。 

凡
そ
、
隔
火
を
蓋
う
は
、
則
ち
炭
滅
（消
）え
易
し
。 
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爐
の
四
圍
に
筯
を
用
い
、
直
ち
に
数
十
眼
を
搠
す
べ
し
。 

以
て
、
火
気
を
通
す
。
周
轉
、
方
に
妙
な
り
。
爐
中
火
を
断
ず
べ
か
ら
ず
。 

即
ち
、
香
を
し
て
焚
か
ず
し
て
、
そ
れ
を
し
て
長
く
温
な
ら
し
む
。 

方
に
意
趣
あ
り
。
且
つ
灰
燥
く
と
き
は
、
燃
え
易
し
。 

こ
れ
を
「霊
灰
」
と
云
う
。 

そ
の
香
の
盡
餘
塊
、
磁
盒
、
或
い
は
古
銅
の
盒
を
用
い
て
収
め
起
く
。 

ま
た
火
盆
中
に
投
ず
べ
し
。
衣
被
を
薫
焙
せ
よ
。 

『遵
生
八
牋
』 

蔵
春
、
「返
魂
梅
」（練
香
）
を
焼
く
時
に
、
雲
母
の
銀
葉
を
以
て 

こ
れ
を
襯
（下
重
ね
）に
す
。 

『香
譜
』 

楊
萬
里
、
瓷
（甕
）を
琢
り
て
鼎
と
為
し
、
水
よ
り
も
碧
な
り
。 

銀
を
削
り
て
葉
と
為
す
。
軽
く
し
て
紙
の
如
し
。 

文
な
ら
ず
、
武
な
ら
ず
、
火
力
、
微
な
り
。 

『韻
譜
』 

 

隔
火
砂
片

か
く

か
し
ゃ
へ
ん 

香
を
焼
く
は
、
味
わ
い
を
取
る
。
煙
を
取
る
に
在
ら
ず
。 

香
烟
、
も
し
烈
（
激
）
し
き
と
き
は
、
則
ち
香
味
漫
然
と
し
て
、
頃
刻
に
し

て
滅
す
。 

味
わ
い
を
取
る
と
き
は
、
則
ち
味
わ
い
幽
か
に
、
香
馥
久
し
く
散
ぜ
ざ
る
べ

し
。 

須
ら
く
隔
火
を
用
い
ゆ
べ
し
。 
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銀
錢
、
明
瓦
片
（貝
殻
の
薄
片
）を
以
て
こ
れ
を
為
す
者
有
り
。 

倶
に
俗
に
し
て
佳
な
ら
ず
。
且
つ
熱
甚
だ
し
く
し
て
、
火
を
隔
つ
る
こ
と
能

わ
ず
。 

玉
片
を
用
い
て
美
と
為
す
と
雖
も
、
ま
た
京
師
、
焼
破
せ
る
砂
鍋
底
に
及

ば
ず
。 

用
い
て
以
て
磨
片
の
厚
さ
半
分
火
を
隔
つ
、
香
を
焚
く
に
妙
絶
な
り
。 

『焚
香
七
要
』 

 

香
盒

こ
う
ば
こ 

剔
紅
（堆
朱
）、
簏
段
（竹
籠
）、
錫
胎
（鋳
物
）の
者
を
用
ゆ
。 

以
て
黄
黒
香
、
餅
法
製
香
を
盛
る
。 

磁
盒
は
、
定
窑
、
或
い
は
饒
窑
（饒
窯
）の
者
を
用
ゆ
。 

以
て
芙
蓉
萬
春
甜
香
を
盛
る
。 

倭
香
合
、
三
子
（重
）、
五
子
の
者
は
、
用
い
て
以
て
沈
速
蘭
香
、
棋
楠
等
の

香
を
盛
る
。 

外
、
こ
の
香
撞
、
ま
た
遊
行
の
ご
と
き
、
唯
、
倭
撞
を
宜
し
と
為
す
。 

『焚
香
七
要
』 

砂
金
（梨
地
）倭
盒 

 

『遵
生
八
牋
』 

 

爐
灰

こ
う
ろ
ば
い 

紙
錢
灰
一
斗
を
加
え
、
石
灰
二
升
を
以
て
、 

水
を
和
し
、
團
と
成
し
、
大
竃
中
に
入
れ
、
焼
紅
し
て
取
り
出
し
、 
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ま
た
研
り
、
絶
細
に
し
て
爐
に
入
る
。 

こ
れ
を
用
い
る
こ
と
は
、
則
ち
火
滅
え
ず
。 

雑
火
悪
炭
を
以
て
す
る
こ
と
を
忌
む
。 

灰
に
入
れ
て
炭
襍
わ
る
と
き
は
（『八
賤
』「雑
襍
わ
る
」に
作
る
） 

則
ち
、
灰
死
し
て
霛
な
ら
ず
。
火
を
一
た
び
蓋
え
ば
、
即
ち
滅
え
る
。 

好
竒
の
者
、
茄
菷
の
焼
灰
を
用
ゆ
る
等
の
説
有
り
。 

大
い
に
過
れ
り
。
『焚
香
七
要
』 

香
爐
灰 

『本
草
綱
目
』 

 

香
炭
墼

こ
う

た
ど
ん 

雞
骨
炭
を
以
て
碾
り
て
末
（粉
）と
為
し
、
葵
葉
、
或
い
は
、 

  

葵
花
少
し
を
入
れ
、
糯
米
湯
を
加
え
、
こ
れ
を
和
し
、
大
小
の 

鐵
塑
を
以
て
槌
撃
し
、
餅
と
成
し
、
堅
き
を
以
て
貴
し
と
為
す
。 

こ
れ
を
焼
い
て
久
し
か
る
べ
し
。
或
い
は
、
紅
花
楂
を
以
て
葵
葉
に
代
う
。

或
い
は
爛
棗
を
石
灰
に
入
れ
、
炭
に
和
す
る
者
も
ま
た
妙
な
り
。 『

焚
香
七
要
』  

黒
太
陽
の
法
は
、
韋
郇
公
が
家
よ
り
出
ず
。 

精
炭
を
用
い
て
、
搗
き
治
め
末
と
作
し
、
米
煎
の
粥
を
研
り
て
捜
和
し
、 

預
め
所
を
得
て
、
圓
き
鐵
の
範
を
辨
じ
、
炭
末
を
内
に
満
ち
て 

鐵
面
の
鎚
を
運
ら
し
、
五
・
七
十
下
を
實
撃
し
、
範
を
出
し
陰
乾
し
す
。 
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宋
の
陶
穀
が
『清
異
録
』 

香
都
總
匣

こ
う
そ
う
ど
う
ぐ
い
れ 

香
を
嗜
し
む
者
、
一
日
も
香
を
去
る
べ
か
ら
ず
。 

書
室
の
中
、
宜
し
く
提
匣
を
製
し
三
撞
を
作
す
。 

或
い
は
、
鎖
錀
を
用
い
啓
き
閉
ざ
し
、
内
に
諸
品
の
香
物
を
蔵
す
。 

さ
ら
に
磁
合
、
磁
礭
、
銅
合
、
漆
匣
、
木
匣
を
設
け
て
、
宜
し
き
に
随
い
香

を
置
く
。 

都
總
に
分
布
し
、
管
領
し
て
、
以
て
取
用
に
便
り
す
。 

須
ら
く
子
口
を
造
る
べ
し
。 

緊
密
、
香
を
泄
ら
さ
し
む
る
こ
と
な
き
を
佳
と
す
。 

『
遵
生
八
牋
』 

  

特
に
遊
装
を
製
し
、
諸
器
具
を
備
え
ん
と
欲
す
。 

精
茗
、
名
香
、
同
行
、
室
を
異
に
し
、
茶
罌
一
つ
、
注
一
つ
、
銚
一
つ
、
小
甌

四
洗
一
つ
、
磁
合
一
つ
、
銅
爐
一
つ
、
小
面
洗
一
つ
、
巾
こ
れ
に
副
う
。 

附
す
る
に
香
奩
、
小
爐
、
香
嚢
、
七
筯
を
以
て
す
。 

以
て
、
半
肩
と
為
す
。 

薄
甕
水
三
十
斤
を
貯
え
、
半
肩
と
為
し
て
足
れ
り
。 

『
茶
疏
』 

○
信
、
按
ず
る
に
、
香
匣
及
び
香
奩
は
、
即
ち
本
邦
「
沈
笥
」
「
炷
香
笥
」
の
類
い
か
。

小
爐
は
、
即
ち
香
爐
な
り
。 
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香
嚢

こ
う
ぶ
く
ろ 

謝
玄
、
常
に
紫
羅
の
香
嚢
を
佩
ぶ
。 

謝
安
、
こ
れ
を
患
え
、
そ
の
意
を
傷
る
こ
と
を
欲
せ
ず
。 

因
って
、
戯
れ
て
賭
け
も
の
に
取
り
て
こ
れ
を
焚
く
。 

玄
、
遂
に
止
め
、
ま
た
古
詩
に
い
う
香
嚢
、
肘
後
に
懸
く
る
。 

『
香
譜
』 

公
主
（皇
女
）、
七
寶
の
歩
輂
に
乗
ず
。
四
面
、
五
色
の
香
嚢
を
綴
る
。 

嚢
中
は
、
辟
寒
香
、
辟
邪
香
、
瑞
麟
香
、
金
鳳
香
な
り
。 

こ
の
香
は
、
異
国
よ
り
献
ず
る
所
な
り
。 

唐
の
蘇
鶚
が
『杜
陽
雑
編
』 

○
信
、
按
ず
る
に
、
香
嚢
は
、
本
邦
の
俗
「匂
袋
」と
為
す
者
か
。 

「香
都
總
匣
」條
下
『茶
疏
』に
こ
れ
有
る
「香
嚢
」は
、
竒
南
香
を
収
む
る
香
嚢

か
。 

 

香
床

こ
う
ぼ
ん 

隋
煬
帝
、
観
文
殿
の
前
、
両
廂
為
く
る
こ
と
、
堂
の
各
々
十
二
間
、 

堂
中
毎
間
十
二
の
寶
厨
の
前
、
五
方
の
香
床
設
く
。 

貼
金
、
玉
珠
、
翠
を
綴
る
。 

毎
に
駕
（来
訪
）至
る
と
き
は
、
即
ち
宮
中
、
香
爐
を
擎
げ
て
輦
前
に
在
っ

て
行
く
。 

唐
の
馮
贄
が
『南
部
烟
花
記
』 
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香

卓

こ
う
の
し
ょ
く 

香
卓
、
竹
を
用
い
て
こ
れ
を
為
る
最
も
清
し
。 

北
方
は
竹
無
し
、
木
を
以
て
こ
れ
に
代
う
。 

脚
は
、
象
鼻
を
用
い
、
石
面
を
嵌
す
る
者
（象
嵌
）妙
な
り
。 

も
し
、
竹
根
を
以
て
こ
れ
を
為
る
は
古
怪
（風
変
わ
り
）を
上
と
す
。 

『臞
仙
神
隠
』 

螺
鈿
の
卓 

『事
物
紺
珠
』 

 

香
几

こ
う
づ
く
え 

書
室
の
中
、
香
几
の
製
、
二
つ
有
り
。 

  

高
き
者
は
、
二
尺
八
寸
、
几
面
、
或
い
は
大
理
石
。 

岐
陽
の
瑪
瑙
等
の
石
、
或
い
は
豆
柏
楠
を
以
て
心
を
鑲
し
、 

或
い
は
角
を
入
る
。
或
い
は
方
、
或
い
は
梅
花
、
或
い
は
葵
花 

或
い
は
慈
菰
、
或
い
は
式
と
為
す
。 

或
い
は
漆
、
或
い
は
水
摩
、
諸
木
の
造
り
成
す
者
用
い
て
、
以
て
閣
（棚
）に

は
蒲
石
、
或
い
は
単
（下
棚
）
に
は
玩
美
石
、
香
櫞
盤
を
置
く
。 

或
い
は
花
尊
を
以
て
多
花
を
挿
し
挟
む
。 

或
い
は
単
に
は
一
爐
を
置
き
、
香
を
焚
く
。 

こ
れ
「高
几
」な
り
。 

書
案
頭
に
置
く
所
の
「小
几
」、
唯
倭
製
、
佳
絶
な
り
。 
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そ
の
式
、
一
板
を
面
と
為
し
、
長
二
尺
、
濶
さ
一
尺
二
寸
、
高
さ
三
寸

餘
。 

上
、
金
銀
の
片
子
、
花
鳥
四
簇
、
石
を
嵌
す
（彫
込
む
）
。 

几
面
、
両
横
、
擋
（筆
書
き
）
二
條
を
設
く
。 

金
泥
を
用
い
て
こ
れ
を
塗
る
。 

下
、
四
牙
の
四
足
を
用
い
て
、
牙
口
、
鑢
金
、
銅
滾
、
陽
線
、
鈐
を
鑲
り
、

こ
れ
を
持
す
。 

甚
だ
軽
く
し
て
（書
）齋
中
用
い
て
以
て
、
香
爐
、
匙
、
瓶
、
香
合
を
陳
べ
、 

或
い
は
一
・二
の
巻
冊
を
放
ち
て
、
或
い
は
清
雅
の
玩
具
を
置
く
妙
甚
だ

し
。 

今
、
呉
中
の
朱
色
の
小
几
有
り
。 

  

倭
を
去
る
こ
と
や
や
小
さ
し
。
式
、
香
案
の
如
し
。 

更
に
、
紫
檀
に
て
花
を
嵌
む
有
り
。
倭
製
を
似
せ
模
る
有
り
。 

石
鑲
を
以
て
す
る
。 

或
い
は
大
い
さ
倭
の
如
く
、
或
い
は
小
に
し
て
尺
に
盈
つ
。 

更
に
五
・六
寸
の
者
有
り
。 

以
て
烏
思
、
蔵
鑢
、
金
佛
像
、
佛
龕
の
類
い
を
坐
く
。 

或
い
は
陳
き
精
妙
、
古
銅
、
官
哥
、
絶
小
の
爐
瓶
、
香
を
焚
き
、
花
を
挿
し

挟
み
、
或
い
は
寘
に
三
・二
寸
の
高
さ
、 

天
生
秀
功
の
山
石
、
小
盆
を
以
て
清
玩
に
供
す
。 

甚
だ
心
目
を
快
く
す
。 

『遵
生
八
牋
』 
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香
机 

『事
物
紺
珠
』  

矮
香
几 

『花
鏡
』  

香
案 

『文
公
家
礼
』 

 

香
盤

こ
う
ば
ん 

紫
檀
、
烏
木
を
盤
と
為
し
、
玉
を
以
て
心
と
為
す
。 

用
い
て
以
て
香
を
挿
し
は
さ
む
。 

『遵
生
八
牋
』 

薫
籠

ふ

せ

ご 

衣
篝 

『行
厨
集
』  

衣
薫
籠 

『三
才
圖
會
』  

薫
籠 

『事
物
紺
珠
』 

大
被
薫
籠 

『東
宮
舊
事
』 

以
上
四
者
は
、
事
繁
多
な
る
を
恐
れ
て
全
文
を
載
せ
ず
。 

 

香
裹

こ
う
づ
つ
み 

世
尊
ま
た
難
陀
と
共
に
一
賣
香
底
に
至
って
、
「香
裹
」を
取
ら
し
む
。 

地
上
に
還
放
し
て
手
を
嗅
げ
ば
、
香
気
の
微
妙
を
看
る
。 

『大
蔵
一
覧
』 

香
店
に
至
って
「裹
香
紙
」
を
取
ら
し
む
。 

『釋
氏
要
覧
』 

雑
器

ざ

っ
き 

李
煜
、
長
秋
の
周
氏
が
居
「柔
儀
殿
」
を
偽
す
。 

香
を
つ
か
さ
ど
る
官
女
有
り
。 

そ
の
香
を
焚
く
の
器
を
把
子
蓮
、 
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三
雲
鳳
、
折
腰
、
獅
子
、
子
三
神
、
名
字
、
金
鳳
、
口
嬰
、
玉
太
古
、
容
華

鼎
と
い
う
。 

お
よ
そ
数
十
種
に
金
玉
に
て
こ
れ
を
為
る
。 

『清
異
録
』 

○
信
、
按
ず
る
に
『事
物
紺
珠
』ま
た
載
す
る
所
の
者
、
「帳
角
爐
」、
「萑
鼎
」の
二

物
を
増
す
。
ま
た
名
字
を
卍
字
に
作
る
。 

○
按
ず
る
に
、
こ
の
物
、
用
を
知
る
べ
か
ら
ず
。
恐
ら
く
は
器
物
の
異
名
か
。
ま
さ

に
香
匙
を
「盧
州
の
大
中
生
」と
号
す
る
の
類
い
な
る
べ
し
。 

 

○
雑
類 

霊

灰

は
い
あ
た
た
む 

 

爐
灰
、
終
日
こ
れ
を
焚
く
こ
と
は
、
則
ち
霊
な
り
。 

も
し
十
日
用
い
ざ
る
こ
と
は
、
則
ち
灰
潤
い
梅
月
に
遇
う
が
如
し
。 

則
ち
灰
濕
（湿
）い
て
火
を
滅
す
。
ま
ず
、
須
ら
く
別
炭
を
以
て
爐
に
入
れ
、

灰
を
煖
む
る
こ
と
一
・二
次
す
べ
し
。 

香
炭
墼
を
入
る
こ
と
は
、
則
ち
火
、
灰
中
に
在
り
て
滅
え
ず
久
し
か
る
べ

し
。 

『焚
香
七
要
』 

尾
煙

ひ

ず

え 

舶
沈
香
は
、
多
く
暒
烈
。
尾
煙
、
必
ず
焦
が
る
。 

『本
草
綱
目
』 

香
爐
餘
塊 

 
香
畑
（火
偏
に
母
） 

共
に
『遵
生
八
牋
』 
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香
を
蔵 お

さ

む 

竒
南
香
を
蔵
む
る
に
錫
匣
（
錫
の
箱
）の
下
、
密
蘇
合
を
貯
え
、 

竅
（穴
）を
鏧
（
穿
）ち
、
隔
て
を
為
る
こ
と
は
、
則
ち
潤
う
。 

枯
す
る
者
の
ご
と
き
は
、
白
萼
葉
を
用
い
て
、
こ
れ
を
苴
（皆
敷
）
に
し
、 

土
に
瘞
む
こ
と
数
月
に
し
て
、
即
ち
復
す
。 

日
中
少
し
暴
（
曝
）し
、
尤
も
香
ば
し
。 

『物
理
小
識
』 

 

埋
火

ひ
か
げ
ん 

今
の
世
、
香
を
焚
く
に
火
を
埋
む
。
蓋
し
自
る
所
あ
り
。 

『楞
嚴
教
』に
曰
く
、
「水
沈
を
焚
く
は
火
を
見
わ
さ
し
む
る
こ
と
無
か
れ
」

と
は
こ
れ
な
り
。 

『隠
窟
雑
志
』 

 

炭
墼
を
焼
き
透
し
、
爐
に
入
れ
、
爐
灰
を
以
て
撥
い
開
き
、
僅
か
に 

そ
の
半
ば
を
埋
み
、
す
な
わ
ち
灰
を
以
て
炭
火
を
擁
す
べ
か
ら
ず
。 

ま
ず
、
生
香
を
以
て
こ
れ
を
焚
く
。
こ
れ
を
「發
香
」と
謂
う
。 

そ
の
炭
墼
、
香
に
因
って
爇
し
滅
え
ざ
る
こ
と
を
欲
す
る
故
、
香
の
み
焚
け

て
火
と
な
って
、
ま
さ
に
筯
を
以
て
炭
墼
を
埋
み
、
四
面
攅
擁
し 

上
に
蓋
う
に
、
灰
を
以
て
す
る
こ
と
厚
さ
五
分
、
火
を
以
て
す
る
の
人
、 

消
息
を
卜
し
、
灰
の
上
、
片
を
加
え
、
片
の
上
に
香
を
加
う
る
は
、
則
ち

香
味
隠
隠
と
し
て
發
す
。 

然
れ
ど
も
、
須
ら
く
筯
を
以
て
、
四
圍
直
ち
に
数
十
眼
を
搠
し
、 
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以
て
火
氣
を
通
す
。
週
轉
し
て
炭
ま
さ
に
滅
え
ず
。 

香
味
烈
し
き
と
き
は
、
則
ち
火
大
い
な
る
な
り
。 

ま
た
、
須
ら
く
砂
片
を
取
り
起
こ
し
、
灰
を
加
う
べ
し
。 

再
び
そ
の
香
を
焚
く
。
盡
餘
塊
、
瓦
合
（焼
物
香
箱
）を
用
い
て
収
め
起
こ

し
、
火
盆
の
中
に
投
じ
入
れ
、
衣
裳
、
薫
焙
す
べ
し
。 

『焚
香
七
要
』 

 

生
香

さ
ん
こ
う 

香
を
焼
く
は
煙
を
取
る
に
在
ら
ず
。
「生
香
」を
以
て
こ
れ
を
焚
く
。 『八

牋
』 

 

發
香 

『七
要
』  

香
媒 

『香
譜
』  

香
引 

同
上
（『香
譜
』） 

 

闘
香

こ
う
あ
わ
せ 

中
宗
朝
（唐
四
代
）、
韋
武
間
、
雅
會
を
為
す
。
各
々
名
香
を
携
え
て 

優
劣
を
比
し
試
む
。
「闘
香
」
と
い
う
。 

韋
温
椒
塗
（皇
后
）の
賜
う
所
を
挟
ん
で
常
に
魁
を
獲
た
り
。 

元
の
袁
觕
『澄
懐
録
』及
び
『清
異
録
』 

 

香
を
焚
く
は
漢
よ
り
始
ま
る 

李
相
之
が
『
貿
己
集
』
に
焚
香
の
始
め
を
謂
って
曰
く
、
本
、
『
佛
圖
澄
傳
』

襄
陽
國
（湖
北
省
西
北
部
）の
城
塹
（堀
）の
水
源
、
暴
か
に
竭
（尽
）
く
。 
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石
勒
、
澄
に
問
う
。
澄
が
曰
く
、
今
の
當
勅
す
龍
下
り
水
を
取
る
と
。 

乃
ち
澄
、
縄
床
に
上
が
り
座
し
て
安
息
香
を
焼
き
、 

咒
（ま
じ
な
い
）、
數
百
言
に
至
り
て
、
水
大
い
に
至
る
。 

予
、
按
ず
る
に
江
表
の
傳
に
「道
士
干
吉
」と
い
う
も
の
有
り
。 

呉
會
に
来
た
り
て
静
舎
立
て
、
香
を
焼
き
、
道
書
を
読
み
、
符
水
を
制
作

し
て
、
以
て
病
を
療
す
。 

ま
た
按
ず
る
に
、
漢
の
武
帝
の
故
事
に
ま
た
い
う
、
昆
邪
王
、
休
屠
王
を

殺
す
。
そ
の
衆
を
以
て
来
た
り
降
る
。 

そ
の
金
人
の
神
を
得
た
り
。
こ
れ
を
甘
泉
宮
に
置
く
。 

 

金
人
は
皆
、
長
丈
。 

餘
、
そ
の
祭
り
牛
羊
を
用
い
ず
、
唯
、
香
を
焼
い
て
拝
す
。 

然
る
と
き
は
、
則
ち
香
を
焚
く
こ
と
漢
よ
り
已
に
然
り
。 

宋
の
呉
曽
が
『能
改
斉
漫
録
』及
び
宋
の
高
似
孫
が
『緯
畧
』 

 

香
を
論
ず 

香
の
用
よ
う
為
る
、
そ
の
利
、
最
も
溥
し
。 

高
隠
、
坐
し
て
道
徳
を
語
り
、
こ
れ
を
焚
い
て
、
以
て
心
を
清
く
し
、
神
を

悦
ば
し
む
べ
し
。 

四
更
（
深
夜
）
の
残
月
、
興
味
、
䔥
騒
、
こ
れ
を
焚
い
て
、
以
て
懐
い
を
暢
べ

舒
嘯
（詩
歌
を
小
声
で
吟
じ
る
）
す
べ
し
。 

晴
窗
（窓
）の
榻
（長
椅
子
）
、
揮
塵
を
拈
じ
、
間
吟
し
、
篝
燈
の 
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夜
読
、
焚
い
て
以
て
遠
く
睡
魔
を
辟
け
、
い
に
し
え
よ
り
謂
う
、
「
月
に
伴

う
に
可
な
り
」と
。 

紅
袖
（女
性
）、
側
に
在
り
、
密
語
（囁
き
）、
私
を
断
じ
、
手
を
執
り
て 

爐
を
擁
し
、
焚
い
て
以
て
薫
じ
、
一
た
び
意
を
熱
す
。 

い
に
し
え
よ
り
謂
う
、
「情
を
助
く
る
に
可
な
り
。
」 

雨
に
坐
し
、
窓
を
閉
じ
、
午
睡
初
め
て
足
り
、
案
に
就
い
て
書
を
學
び
、 

茗
（茶
）を
啜
って
味
わ
い
淡
し
。 

一
爐
初
め
て
爇
い
て
香
靄
馥
々
と
し
て
人
を
撩
（唆
）な
か
す
。 

更
に
酔
筵
、
醒
客
に
宜
し
。 

皓
月
の
清
宵
、
氷
統
、
憂
指
、
長
嘯
、
空
し
く
蒼
山
に
登
る
。 

目
を
極
め
て
遺
さ
ず
爐
爇
し
、
香
霧
、
隠
々
と
し
て
簾
を
遶
（巡
）
る
。 

  

ま
た
、
邪
を
袪
（去
）り
、
穢
を
辟
く
べ
し
。 

そ
の
適
と
す
る
所
に
隋
い
て
、
施
し
て
品
に
適
せ
ざ
る
こ
と
無
し
。 

そ
の
最
も
優
れ
る
者
は
、
「
伽
南
」に
止
ま
る
。 

こ
れ
を
購
る
こ
と
甚
だ
難
く
し
て
、
山
家
の
能
く
す
る
所
に
非
ず
。 

卒
に
そ
の
次
を
辨
ず
れ
ば
、
沈
香
に
し
く
は
莫
し
。 

沈
に
三
等
有
り
。 

「上
」は
、
氣
は
な
は
だ
厚
く
し
て
、
反
って
□
を
嫌
う
。 

「下
」な
る
者
は
、
質
は
な
は
だ
枯
れ
て
、
ま
た
煙
□
渉
る
。 

「中
」な
る
者
は
、
お
よ
そ
六
、
七
分
一
両
。
□
滋
潤
に
し
て
幽
甜
、 

し
か
も
妙
と
称
す
。 

□
茗
を
煮
る
の
餘
り
、
即
ち
茶
爐
の
火
に
乗
じ
、
す
な
わ
ち
環
り
て
香
鼎

に
入
る
。 
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徐
や
か
に
し
て
□
な
り
。
當
に
新
た
に
□
□
景
界
、
儼
居
、
太
清
宮
の
上

眞
と
遊
ぶ
べ
し
。 

ま
た
人
世
に
有
る
こ
と
を
知
ら
ず
。 

噫
！
嘆
し
い
か
な
。
近
世
、
香
を
焚
く
者
、
眞
味
を
傅
え
ず
。 

徒
ら
に
好
名
を
事
と
す
。 

兼
ね
て
諸
香
を
以
て
合
せ
成
し
、
「
竒
」
を
闘
わ
し
、
巧
み
を
争
う
知
ら

ず
。 

沈
香
は
天
然
に
出
て
、
そ
の
幽
雅
、
冲
澹
（淡
）、
自
ず
か
ら
一
種
有
り
。 

こ
の
妙
を
形
容
す
べ
か
ら
ず
。 

修
合
の
香
の
ご
と
き
は
、
既
に
人
に
出
で
た
り
。 

就
い
て
、
濃
豓
（艶
）を
覺
う
こ
と
為
す
。
即
ち
天
に
通
ず
る
が
如
し
。 

  

燻
冠
、
慶
眞
、
龍
涎
、
雀
頭
（
香
附
子
）
等
、
あ
ら
か
じ
め
製
造
を
ほ
し
い

ま
ま
に
し
、
工
を
極
む
。 

本
値
、
極
め
て
費
や
し
、
決
し
て
得
ず
。 

沈
香
と
優
劣
を
較
ぶ
れ
ば
、
ま
た
豈
、
貞
夫
、
高
士
の
宜
し
き
所
な
ら
ん

や
。 

『遵
生
八
牋
』 

草
木
の
最
も
香
ば
し
き
者
は
、
沈
水
、
栴
檀
、
龍
脳
、
蘓
合
、
薫
陸
、 

鬱
金
、
薝
蔔
（
ク
チ
ナ
シ
）
、
薔
薇
、
素
馨
（
ソ
ケ
イ
）
、
末
利
（
ジ
ャ
ス
ミ
ン
）
、

鶏
舌
（ク
ロ
ー
ブ
）の
属
の
如
き
、
皆
、
嶺
表
に
産
す
。 

海
南
、
『南
遷
集
』に
い
う
「雷
化
已
に
南
山
に
多
し
。 
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燻
冠
、
茯
苓
（
マ
ツ
ホ
ド
）
、
藿
香
（
パ
チ
ュ
リ
）
、
芬
芳
（
芳
し
い
香
り
）
、
人

を
襲
う
。 

や
や
或
い
は
數
里
。
予
、
嘗
て
そ
の
理
を
推
す
に
、
火
は
南
方
に
盛
ん
な
り
。

實
に
能
く
土
を
生
す
。 

土
の
味
わ
い
、
性
甘
く
し
て
、
臭
香
、
そ
の
南
方
に
在
り
て
、
火
の
王
に
乗

じ
て
、
そ
の
養
う
所
を
得
た
り
。 

英
華
、
外
に
發
す
。
こ
れ
を
以
て
草
木
皆
香
ば
し
。 

こ
の
實
理
、
性
、
自
然
に
し
て
す
す
む
。 

こ
れ
香
を
説
く
こ
と
『
范
蔚
宗
』
よ
り
以
下
、
未
だ
嘗
て
こ
こ
に
及
ぶ
こ
と

有
ら
ざ
る
な
り
。 

『黄
帝
書
』、
「五
氣
」を
言
う
、
「香
氣
は
脾
に
集
ま
る
。
」 

古
人
、
固
よ
り
こ
れ
を
知
る
。 

『
楞
嚴
教
』
に
曰
く
、
も
っ
ぱ
ら
沈
水
を
焼
い
て
火
を
あ
ら
わ
さ
し
む
る
こ

と
無
か
れ
。
こ
れ
仏
よ
り
こ
の
か
た
、
香
を
焼
く
妙
方
な
り
。 

沈
作
喆
が
『寓
簡
』 

 

香
を
述
ぶ
る 

『説
文
解
字
』に
曰
く
、
「芳
」は
篆
書
に
「黍
」に
従
い
、
「甘
」に
従
う
。 

隷
書
に
省
い
て
「香
」に
作
る
。 

『春
秋
傳
』に
曰
く
、
「黍
稷
」、
「馨
香
」の
屬
、
皆
「香
」
に
従
う
。 

香
の
遠
く
聞
こ
ゆ
る
を
「馨
」
と
い
う
。 

香
の
美
な
る
者
を
「

」と
い
う
。 

『音
使
』 

香
の
氣
を
「馦
」
と
い
う 

 
 

 
 

 
 

『火
兼
』及
び
〇
『香
譜
』 

香
志
大
尾 
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秋
農
光
続
編 

香
道
千
代
農
秋 

 

全
部
四
冊 

追
っ
て
版
行 

杳
熏
堂
蔵
版 

 

享
保
十
八
癸
巳
七
月
吉
旦 

 

京
師
書
坊 

 

堀
川
通
高
辻
上
ル
町 

 

植
村
藤
衛
門 

東
都
書
坊 

 

通
石
町
三
丁
目 

 
 
 
 

植
村
藤
三
郎 

摂
陽
書
房 

 

高
麗
橋
壹
丁
目 

 
 
 
 

植
村
藤
三
郎 

        

令
和
六
年 

 

月 
 

『
香
筵
雅
遊
』 

國
井
和
裕 


